
「危険性除去」は
基地撤去でこそ

オスプレイ配備撤回を県議会が全会一致
　昨年11月に8人もの乗員が死亡した屋久島沖での墜落事故後、米軍と自衛隊のオス

プレイは飛行を停止していましたが、3月14日に沖縄県宜野湾市の米軍普天間基地で

飛行が再開されました。事故原因や対策を明らかにしないままの強行に、オスプレイ

に関係する東京都を含む全国の自治体から抗議の声が噴出しています。3月28日には

沖縄県議会が、オスプレイの配備撤回と普天間基地の一日も早い返還などを求める意

見書と抗議決議を全会一致で可決しました。

「世界一危険」の代替として？
　岸田・自民党政権は、沖縄県民が何度も示してきた反対の意思を無視し、名護市辺

野古に米軍の新基地建設を強行しています。「世界一危険」と言われる普天間基地の

「移設」のためだと言いますが、しかし新基地は耐用年数100年、普天間基地にな

かった新機能を加え、有事にはオスプレイ100機展開する一大要塞化計画です。住民

の危険を広げるものに他なりません。

うるま市の自衛隊施設建設断念に続け
　沖縄県うるま市では、陸上自衛隊訓練場の新設計画に住民の猛反発が起き、ついに

木原防衛大臣は4月11日、「断念」を発表しました。「住民生活と調和しながら訓練

の必要性を十分に満たすことは不可能」「地元の皆さまにおわび申し上げる」と述べ

ています。国はこの立場で、辺野古の新基地建設についても中止すべきです。普天間

基地の危険性除去は、普天間基地の運用停止と撤去でこそ実現できます。政府はその

ために米国と交渉すべきです。
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沖縄･辺野古米軍基地建設

一人ひとりの平和の願いをもとに行動する平和NGOです
「平和新聞」（旬刊）、「平和運動」（月刊）発行中

　沖縄県名護市・辺野古への米軍新基地建設の
強行が、岸田政権によって進められています。

中止を！

辺野古新基地建設工事の中止と
普天間基地撤去を求める国会請願 署名にあなたも！


